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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

(10) ＴＡＣの農業資金の取組み 

ＪＡあさか野（埼玉県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 26年 9月） 

 

 

１ 動機 

（経緯） 

次世代を含む農業者が円滑に営農活動を継続できるように、当ＪＡでは農業メイ

ンバンク機能の強化を重点取組項目と位置づけ、融資業務に対応できるＴＡＣ（営

農経済渉外担当者）を育成するとともに、金融面でのサポートが必要として、本

事業に取組んでいます。 

２ 概要 ＪＡ独自資金であるＪＡ農業資金（担い手応援・制度資金）のＰＲにより利用度

の向上を図っています。 

・ 設備資金：金利年 0.5％、無担保、融資額 10百万円まで等。 

・ 運転資金：金利年 0.45％、無担保、融資額 売上高の 80％まで等。 

ＴＡＣ担当者 9名が 211先の重点推進先に対し、四半期に１度以上の訪問を目標

として設定し、農業融資のＰＲによる資金需要の発掘に取組んでいます。 

全農発行のグリーンレポートを全戸配布して営農情報の提供を行いました。 

訪問後にフォローアップを行い、次回の活動につなげています。 

３ 成果 

（効果） 

組合員の営農経営についての理解を深め、組合員の抱える問題点、ＪＡへの要望

等について今まで以上に聞き取りができるようになりました。 

認定農業者制度のメリットを組合員に提案しています。 

平成 28年度農業資金実行実績  20件 175百万円 前年対比 208％ 

４ 今後の

予定（課題） 

引き続き継続訪問を実施し、農業資金のＰＲをしていきます。 

行政と連携し、認定農業者の増加を図ることが必要と考えます。 

農業資金利用者だけではなく、営農・経営相談まで幅広く相談活動ができるＴＡ

Ｃの育成が必要と考えます。 
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